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は じめに

本研究は、去年筆者がおこなった女子教育に関するインタビューの追加調査といえるものであ

る。去年の調査では創価女子中学 ・高等学校(以 下、創価女子学園)に 着 目し、卒業生たちのオ

ーラル ・ヒス トリーを通して、創価女子学園開学時の女子教育における教育実践とその歴史、及

び創立者の池田大作(以 下、池田と記す)の 教育思想の検証を試みた(1)。

インタビューでは、調査にご協力いただいた方々から草創期の創価女子学園について様々な視

点からの話を聞くことができたが、その中で、もし当時の教員から話を聞くことができるならぜ

(1)富 岡比呂子 「池田大 作の教育思想一女 子教育の観 点か ら(2)一 」創価教育研 究所 『創価教育』3号
、

2010年 、15-42頁 。

HirokoTomioka(創 価 …教育 研 究 所 講 師)
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ひ ともあたってみてほしいとの要望があった。筆者 自身 も、教員の視点か ら見た草創期の学園や

創立者と学園生の絆などにっいて関心があり、本調査に至ることとなった。

卒業生ではなく、教職員 とい う立場で学園建設に携わり、創立者 と関わる中で、何を経験 し、

どのように感 じたのか。教員の目から見た学園とはどのような場所であったのか。入学 し、卒業

していく学園生たちをどのような思いで見つめ、またどのように生徒たちの教育に携わっていた

のだろうか。そこには、自ずから卒業生とは異なる着眼点や志向が見出され、池田の女子教育に

おける思想の独 自性を検討するうえで新たな示唆が得 られるものと考えられる。本稿では、創価

女子学園の草創期の状況を教員の視点から検討することを試みる。

1.調 査概要

① 本研究の目的

草創期の創価女子学園について、教員の視点からの語 りを通 して検討することを目的 とする。

開校当時の学園の状況、創立者との絆、学園生の様子、自身の教員 としての変化、女子教育にっ

いての見解などを聞き取る中で、学園での教員生活が本人に与えた影響や意味づけを探る。本研

究は質的 ・記述的研究であり、対象者自身の語 りを基本にした分析をおこな う。調査方法 として

は、前回 と同じオーラル ・ヒス トリーの形をとり、語 りの中から浮かび上がってくる個々の見解

やふ りかえり、意味づけを分析の対象とする。

② 調査対象 ・時期

調査対象は、関西女子学園(創 価女子学園)の 草創期に教員 として勤務 していた女性2名 。2010

年10Aか ら11月にかけて聞き取 り調査を行った。半構造化インタビュー方式で、対象者の同意を

得た上でICレ コーダーに録音をおこなった。インタビューはすべて個別に筆者が行い、かかった

時間は一人あた り平均1時 間30分 ～2時 間程度であった。

③ 調査内容

インタビューガイ ド(表1参 照)を 用いて回答を得た。本人の自発的な語 りによる自然な流れ

を重視 したため、インタビューガイ ドにある質問項目以外にも出てきた対象者の語 りも分析対象

とした。質問会話の内容は、録音 した音声ファイルをもとに逐語語録を作成してデータとして使

用 した。このほか、基礎資料として、今までの職務経歴、現在の職業など個人の属性に関する情

報 も収集 した。
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【表1イ ンタ ビュー ガ イ ド】

【イ ン タ ビュー ガ イ ド】

1.創 立者に関する質問

a,創 立者の(生 徒や教職員に対する)言 葉かけなどで印象に残っているものがありまし

たら、教えてください。

b.学 園生 と創立者 との絆にっいて教えてください。

c.創 立者 との心に残るエピソー ドがあれば、教えてください。

d.女 子生徒 と男子生徒とに対する創立者の指導や接し方などについて、違 う部分があれ

ば教えてください。

e,創 立者のスピーチで、今も覚えていらっしゃるものがあれば教えてください。

2.当 時の創価女子学園についての質問

a.開 学当初の生徒について、教えてください。

b,姉 妹の連帯 と言われる、生徒同士の人間関係はいかがでしたか。

3,教 員として感じたことについての質問

a,教 員として感 じたことがあれば、教えてください。

b,ど のような思いで教育にあたられていましたか。

4.女 子教育についての質問

a,女 子校で教えるにあたって、男女の違いを感 じられましたか。

b,女 子教育の良さを一言でい うと、どのような面にあると思いますか。

c.ご 自身の幸福観(何 が幸福なのか)に ついて教えてください。

d,ど のような女性を目指すべきかについて、創立者は指針をくださったと思いますが、

それについて教えてください。また、ご自身が考える理想の女性について教えてくだ

さい。

④ 倫理的配慮

対象者 には、調査への協力を依頼するにあたって、研究の目的及び方法を明示 した うえで、研

究への参加 ・辞退は自由意思によるものであること、答えたくない場合は答えなくてもよいこと

を伝えた。さらに、データは個人が特定されないよう処理し、データおよび録音 したファイルは

厳重に保管しプライバシーの保護 を厳守する旨を明記 した調査依頼書を渡 し、口頭での説明をお

こなった うえで、調査協力の承諾を得た。
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⑤ 分析方法

データ分析においては、対象者が語ったライフヒス トリーをもとに、語 りの部分を作成 した。

「語 り」に関しては、インタビュー後、対象者の意向をふまえて加筆 ・修正をおこなった箇所も

ある。分析方法については、去年の富岡論文(2)を 参照のこと。

2,結 果

対象者の背景

調査対象者は以下の2名 である。

・Aさ ん(60代 女性)創 価女子学園開学当初 より国語科教諭 として勤務。その後、東京の創価

学園に転勤し、41歳 のときに退職。以後、専業主婦を経て現在に至る。

・Bさ ん(60代 女性)開 学した昭和48年度の3学 期より家庭科の教諭 として勤務。その後、東

京の創価学園に転勤 し、教員として定年まで勤めた。

① 創立者について

インタビューでは、草創期の創価女子学園についての話がテーマであったが、その中で特に創

立者の存在にっいて、学園の創立、開校への関わり方や生徒への働きかけについて多くの語 りが

見 られた。また、対象者 自身が創立者をどのように見ていたのかについても意見を伺 うことがで

きた。

a,創 立者の言葉かけなどで印象に残っているものがありましたら、教えてください。

ここでは、実際に対象者が創立者の話を身近に聞いたり、創立者に話 しかけられたエピソー ド

な どを語ってくれた。そこには、『創立者とともに』(3)な どに収録 された公式の創立者のスピー

チ として掲載 されていないものも含まれ る。

「(創立者 は)生 徒 に も教員 にも、一人ひ と り、生活の状況 を聞かれた り、家族 のことを聞いた りして く

だ さいま した。特 に女子 生徒 が自発的に訴え る心配 ごとや悩みな どを聞いて くだ さった り。 た とえば、

両親が うま くいっていない とか、病気で あるとか、 自分 自身の悩みとかを、率直に先 生にご報告 してい

た。先生 は、まっす ぐに聞かれて 、『大丈夫だ よ、祈ってあげるよ。心配ないよ』な ど、優 しく、時には

厳 しく御指 導 され 、励ま して くだ さった。」(Aさ ん)

Aさ んは、何度 も 「先生は一人ひとりを大事にして、励まし続けてくださった」と、創立者 の

学園生への細やかな心遣いや思いや りについて述べている。教員の目から見ても一創立者として

の池田のふるまいは 「創立者が自らそこまでしてくださるのか」と、驚くべきものだったのであ

ろう。

また、生徒に対す る教員 としての心がまえについて、以下のような指導を受けたとしている。

(2)富 岡比 呂子 「池 田大作 の教育思想一 女子教 育の観点 か ら(2)一 」、18頁 。

(3)「創 立者 とともに」編集委員会 編 『創立者 とともに』学校 法人創価学園、1982年 。
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「先生 がある生徒(規 則 を守 らない子 ども)を ご覧になって、『いろんな子 がい るね。で も、 どんな子 が

い ても、驚 いちゃい けない よ』 と言われ ま した。まず 、すべて まっす ぐ、受 け入れて理解す る。 その う

えで指導 してい く。教師の側が、は じめか ら驚 いて拒否 してしまった ら、何 も始ま らない とい うことで

すね。『どん な子がいて も驚いちゃいけない よ』とい うことは、教 育者 としての大切な腹がまえを教えて

頂 いた大事 な言葉だ と思います。」(Aさ ん)

どんな生徒でも、温かく受け入れる勇気 と覚悟を持たなければならないという教員としてのあ

り方について一つの指針を与えているといえる。また、学園生に対 して、「常に明るくあれ」とい

う指導があったので紹介する。

「ある人 には 『明るい方 向へ考 えるんだ よ。暗い方向に考える と、命 にカビが生 えるよ。 明 るい方に考

えるんだ、太 陽の方 を向 くの!』 とおっ しゃいま した。 一人ひ とり、先生 からまっす ぐ見つめ られて、

愛 情あふれ る心 をかけて頂 いたのです。 こ うした経験は、一人 の人生 を劇的 に変 えるほ どの意味を持つ

と思います。指針 そのもののカ と共 に、 この嬉 しい経験 こそが、良い時も悪い時 も、 自身を正 しく向上

へか りたててい く大きな原動力 にな ります。愛 されて大切にされ た女性 は明るい顔にな ります。」(Aさ

ん)

「明るく」という指導は、創価女子中学 ・高校創立五周年記念式典の 「太陽のような明朗さで

福運を」とい うスピーチにも表れている。池田は、「願わくは、私は皆さん方には、偉大なる生命

の船舶に福運をつんで、人生の航行をしていっていただきたいのであります。そのためには、何

が必要でありましょうか。それは、明るく太陽のような満々たる生命力と、明朗な笑い と、ふ く

い くたるわが青春の財産をはぐくんでいくしかありません。」(4)と述べてお り、明朗 さが女性に

とって大事であると強調 している。

また、父と娘の絆とい う点において以下の語 りがみられた。

「は じめは生徒 も 『先生、先生』 とお呼び してい ま したが、入学式 に、『娘 にして もいい?』 と先生がお

っしゃって。生徒 は、『お父 さん と呼ばせ て頂 いてもいいですか?』 とい う思い。最 高に尊敬す る師匠で

あって、本 当に 自分の ことを思って くれ る父 の存在。 目の中に入れて も痛 くないほどかわい がって くだ

さる先生の存在 が、生徒一人 ひ とりを喜びで明る く朗 らかにした と思います。」(Aさ ん)

「東京(学 園)は 師弟 を表 に出す と思 うんですが、関西は父娘。『娘にす るよ』 と先生がお っ しゃってか

らは、先生 が学園 にい らっしゃ るときは 『おかえ りなさい』のたれま くが。『ご来校』ではない、『ご帰

校』 です ものね。」(Bさ ん)

学園生が創立者のことを父のように慕っている様子については、筆者が去年の論文で言及 して

いるが(5)、 池田も学園生を実の娘のようにかわいが り、慈愛を込めて接していた様子が うかが

える。池田の執筆 した 『新 ・人間革命』は、創価学会の歴史を池田の活動を中心に小説の形で記

したものであるが、その中の 「希望」の章は、創価女子学園の設立から開学にかけての話が中心

(4)「 創 立 者 と と もに 」 編集 委 員 会 編 『創 立者 と とも に』、246頁 。

(5)富 岡 比 呂子 「池 田大 作 の 教 育 思 想一 女 子 教 育 の 観 点 か ら(2)一 」、31頁 。
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になっている。創価女子学園の入学式の場面で、以下のや りとりが出てくる(池 田は、小説の中

の役名で 「山本伸一」となっている)。

創 立者 の伸 一が登壇 し、祝辞 を述べた。

彼 は、開 ロー番 、自分 の気持 ちを、そのまま口にした。

「さっきか ら皆 さんのこ とを見ていて、 かわい くて、かわい くて、仕 方ないんです。今朝、妻 に 『うち

は男の子 しかいないか ら、全員 、娘 に したいな』って言った ら、妻 もrそ うしたいですね』って言 うん

です よ」

「わ一」 とい う歓 声があがった。入学式 に緊張 して臨んでいた新入 生たちは、まるで家族 に語 りかけ る

ような伸 一の第一声 に、 ほっ とした(6)。

Bさ んは、関西女子学園に着任する前に聖教新聞社に勤務 していたが、関西に行くことになっ

た時の話を語ってくれた。

「関西に行 くにあたって(東 京 を離 れる とい うことで)少 しさび しい思いが したんです が、 あるとき先

生にお会いす る機会 があった んです。先生 は、『教育 はぼ くの最終の事業だ、生涯か けてや る事業 なんだ。

一緒 にやろ うよ』 と言って くだ さった
。 これが私の教員 としての原点です。次 に、第一 回希望祭の とき

に呼んで くだ さって、食 堂の厨房 で面接 を したんです。その ときのお言葉 が 『家庭 が大事だ よ』 とい う

もので した。家庭科の教員 として、この言葉 は とて も大切に しな ければな らない と思 っています。」(B

さん)

Bさ んにとっては、このときに池田からかけられた言葉が、自身の生涯をいわば決定づける原

点になったと語っている。教育を最終の、そして最大の事業 と位置づけた池田の構想に少 しでも

貢献 したい とい うBさ んの思いが うかがえた。池田は、小説 『新 ・人間革命』において 「教育は、

わが生涯の最後の事業である。人類の未来のために、人間教育の大河を断じて開くのだ!」(7)

と前述の 「希望」の章の冒頭で述べている。また、東京の創価学園が開学 して2年 目の昭和44年

(1969年)の 第2回 栄光祭のスピーチでも、「私の本命 は、つま り人生の根本の総仕上げは、21

世紀に誇 る指導者を作ることです。その方法は教育しかあ りません。その教育に全魂を打ち込ん

でいくのが、私のこれからの一切の仕事です。」(8)と、教育の重要性を うったえてお り、池田の

人材育成にかける思いの深 さを感じることができる。

b.学 園生 と創立者 との絆について教えてください。

次は、学園生と創立者 との絆やつなが りについてである。前述のAさ んの語 りでは、「一人ひと

りを励ます創立者」 とい う言説が出てきたが、ここでも同じような語 りがみ られた。

「一人一人 が先生 か ら(激 励 を)し ていただいて、愛情 を受 けて、大事 にされて。本 当にた くさんの生

(6)池 田大 作 『新 ・人 間革 命 』 第17巻 、 聖教 新 聞社 、2007年 、130-131頁 。

(7)池 田大 作 『新 ・人 間革 命 』 第17巻 、104頁 。

(8)「 創 立者 と ともに 」 編集 委員 会 編 『創 立者 と と もに』
、131頁 。
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徒、本当に全員 と言っていいほ どの生徒 に対 して(先 生が)声 をかけて くだ さっている。卒業 してそ の

後の長い人生で 『みんなが尊敬す る池 田先生、私が尊敬す る池田先生が 自分の ことを期待 して見つ めて

くだ さっている』 とい う実感 を持 ち続 けています。 これはす ごく大きい ことです。 自分の こ とをも見守

って くだ さってい る先 生にお応 え したい 、だか ら努力 しよ う、頑 張ろ うと、前 向きに生きることがで き

る。裏表な く自分を律 して成長す る。 どこにいて も、その ことを思 うと、にっこ りして しま うほどのカ

で はないで しょうか。 生徒 と先 生の絆 には、深い縁が もっ ともっ とあろ うか と思いますが、そ うい うふ

うに感 じられます。 世界 広布 の大展 開の闘いの なかで、先生のお時間の ご都合 を考 えると、本 当にあ り

えない くらい学園に心血 を注いで くださった時期だった と思います。 ま さに 『奇蹟 の女子学 園』 と呼び

たい くらいです。」(Aさ ん)

「創立者は一人 一人を見っめて くださった。全体での ご指導 も一人ひ とりの心に光 を ともして くだ さい

ま したが、一人ひ とりに も別々に。 この まなざしが生徒 にとっては宝。私 自身 に とっても、 同じです。

先生の慈愛のまな ざしが、 どんなに 自分 が、陰 目陽な く一途に正 しい人生を生 きてい く最高 の力 にな っ

たか、感謝 しっ くせ ませ ん。」(Aさ ん)

この語 りからは、一人一人の生徒に向けられた創立者のまなざしや、その創立者の存在がいか

に生徒のその後の人生に影響を与えるのか、また、自分を見つめ、応援 してくれる人がいること

が、どんなにその人の支えになるのかとい う点が読み取れる。開校時は池田も1年 の うちに何度

も学園に足を運んでお り、心血を注いで学園建設に携わっている様子が 『希望の乙女』や 『新 ・

人間革命』からも見ることができる。また、教員であるAさ ん自身にとっても、創立者の存在が

大きな支えになっていることがうかがえた。

また、創立者と学園生のや りとりについても、以下の語 りがみ られた。

「先生 は全力投球でい ら した。生徒 のい る時 も、帰 った あとに も、校 内を歩かれて、生徒た ちが困るこ

とはないか 、危ない ところはないか、見 て回 られ ました。そんな中で、希望祭 のは りがみ に手 を加 え ら

れ たことが あ りま した。そ うい う細かい ところも、先生が生徒の気持 ち を受け止めて、表現 して、それ

をまた生徒が見て喜ぶ。 そ うした心 の交流が随所 にあ りま した。」(Aさ ん)

この希望祭のはりがみの話は、文集 『希望の乙女』に生徒の作文 として掲載されている。希望

祭の設営にi携わった長谷川久美さん(高2)は 、『希望祭まで○ 日』の幕について、「二週間ばか

り前から始めた 『希望祭まで何日』の幕も取 りはずす予定であったにもかかわらず、希望祭前 日

の夜、創立者が校内をまわられ、その折に 『"今"を入れて"希 望祭まで今 日"に しよう』と提案

してくださったのである。創立者の真心に触れ、 ああ、よかった、や り抜いてよかった

とい う感激 と、池田先生はだれよりも私たちの苦労を知っていてくださるとい う実感がズシンと

胸にひびいた。」(9)と記している。 ここから、陰の立場で頑張る生徒にも、細やかな励ましを送

る創立者の真心を感 じることができるであろう。

「寮の見学 に行かれた時、『希望』の章に出ています が、(創 立者が)生 徒の親 と電話 で話 してくださっ

(9)創 価 女子 中学校 ・高等学校希 望の乙女編集委員会 編 『希望の 乙女

あゆみ』、創価女子 中学校 ・高等学校 、1974年 、72頁 。

創価女子 中学校 ・高等学校一年の
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た ことがあ るんです。本 当にみ んなが心配 ない よ うに、心 をくだいて くだ さった。生徒 の要望や状況 に

対 して きちん と応 えて くだ さり、全部具体的 な指示 にな って帰って くる。 た とえば、夜食 の激励 など。

ま た、それに対 して生徒 が一つ一つ先生 の激励 にこた えてい く。お礼 のお手紙 を書 いた りとかですね。」

(Bさ ん)

これは、『新 ・人間革命』に出ているが、池田が生徒寮である月見寮に足を運んだ折に、ちょう

ど寮生の母親か ら電話が入 り、電話で話す場面がある。

月見寮で伸一は、寮生 に菓子 をプ レゼ ン トし、女学校 で寄宿生活を送った偉 人たちの話 な どを しなが

ら、青春時代の苦労は未来の財宝で あることを語った。

また、 日夜、寮生の健 康を気遣 い、面倒 をみ て くれ る管理人夫妻の部屋 に も立ち寄 り、感謝 の思い を

伝 えた。

その時、管理者室の電話 のベルが鳴 った。

伸一 は、素早 く、受話器 を とった。

「はい、月見寮です。 山本で ござい ます が、 ど うも初めま して……」

「はあ、山本 さん?」

中学生 の寮生への、母親 か らの電話で あった。

この母親 は、いつ もと様子 が違 うこ とか ら、一瞬、戸惑いを覚 えた。

だが、二 日後に 「希望祭」が迫っているので、"きっ と創立者 の山本先生が訪 問 しているのだ ろ う"と

思った。

「……あっ、先生1こ ち らこそ、娘 が大変 にお世話 にな ります」

伸一は、管理者 に、その寮生を呼びに行 ってもらった。

その間に、彼 は母親 と話を した。

「今は、お母 さんも寂 しいで しょ うが、娘 さんは一生懸命 に頑 張ってお ります よ。創 価女子学園は最高

の教育を しています。 この恵まれた環境で学んだ ことの意義 は、40代 、50代 にな った時にわか ります。

安心 してお任せ ください」

彼 は、母親の不安 を取 り除 きた かった。安心が あれば、元気 が出る。カがわ く。ゆ えに不安 を取 り除

くことこそ、 リー ダs--Lの役 目で ある(10)。

ここには、生徒を学園に送 り出している一人の母親に対 しても、誠実に対応 しようとする創立

者 としての姿勢が うかがえる。また、 どこまでも一人の人を大切にしようとする池 田の人間性が

反映された場面であるといえよう。

c.創 立者 との心 に残 る エ ピ ソー ドが あれ ば 、 教 え て くだ さい。

「大学を卒業 してか ら4年 半、(創価)学 会本部 ・聖教(新 聞社)の 職 員 として、又、組織幹部 として 、

先生のお側 に呼 んで頂 くことも多 く、直接 、沢 山のご指導 を受 け、薫 陶を頂 いた。そ の経験や感動、実

感を、率直 に生徒に語 りま した。生徒か らも聞かれま した。」(Aさ ん)

Aさ ん自身が創立者にっいて感 じたことについて、生徒にも語っていたことが うかがえる。 こ

(10)池 田大 作 『新 ・人 間 革命 』 第17巻
、!89-190頁 。
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のことは、生徒にとっても身近な教員を通して創立者を知るいい機会になっただろうと思われる。

d.女 子生徒と男子生徒 とに対する創立者の指導や接し方などについて、違 う部分があれば教

えてください。

これは、女子生徒に対す る指導に、何か男子生徒に見られない特徴があるのかを問 う質問であ

る。

「(男子生徒に対す る指導 との違い については)女 性が幸せ になってい くとい う視点で(先 生 は)見 て い

らっ しゃるのではないで しょうか。今は親孝行 が一つ の主 眼、人 聞と しての根 本になってい るのでは。

『他人 の不幸の上に 自分 の幸福 を築 くこ とは しない』 とい う言葉は、女性 の生き方 として本 当に大事 な

こ とだ と思います。また、そのこ とを知 っている人、 こだわ る人に しか言えない。 なので、私 はそのご

指導 については東京(学 園)に 来てか らも、生徒 に機会 があるごとに話 していま した。」(Bさ ん)

「教育 の目的は社会 に貢献で きる人を育て ることにある と思いますが、『他人の不幸の上に 自分 の幸福 を

築 くことは しない』 とい う女子学 園の根幹 の指針 ほど適切な教育モ ッ トーはないと思 います。他人の こ

とを思いや る心、他者 を 自分 と同 じよ うに幸福 に したい との思いや り、他人 の心の痛み がわ かる人間性

を酒養す るのに、 これ ほ どわか りやすい、身 につ く指針 はない と思 う。他者 の不幸 の上 に自己の利益 を

得た り、そ の最たる ものは戦争で しょうが、人 の迷惑 をか えりみない、いや な人 間、 わがま まをふ りま

わす よ うな ことに歯 どめをかける力 となる。他 を害 してい ることを最 大悪 ととらえる人 間形成 を促す。

女子学園をすば らしい女子教育の府た らしめた一番 のカ だと思います。」(Aさ ん)

「他人の不幸の上に自分の幸福を築くことはしない」 とい う言葉(11)は 、去年の論文でも多く

の回答者が印象深い言葉 としてあげていた(12)。女性として生きていくうえで 「幸福 とは何か」

を考えたときに、卒業生だけではなく、教員の視点から見ても、この言葉に重要な価値を見出し

ていることがわかった。特にAさ んはこの言葉を女子学園の根幹の指針 としてあげている。

また、男女に共通 してのご指導 として以下のものがあった。

「(創立者 は)以 前か ら、教育 を受 けた人は教育を受 け られ ない人 を幸せ にす るた めにあるんだ とい う点

を強調 されていま した。 草創 の頃 の男子校の式典 に招待 された時にも、戦争で攻め られた とき、ある病

院でイ ンテ リが先 に逃 げた話 をされて、先生は、それは とんで もない!と い う話 をされた。高等教育 を

受 けたインテ リはみんなを守 るた めにある。それ を我先 に逃 げるなんて、 と厳 しくお っしゃ られた。そ

れがす ごく印象 に残 っています。」(Aさ ん)

このAさ んの語 りから、池田が単なるエリー トではなく、人のために尽 くす リーダーを志向し

ていたことがうかがえる。また、第10回創価学園の入学式においても 「ともかく私の願いは、諸

君たちが、次の時代を担って立つ、力ある偉大な庶民のリーダーに成長 していただきたい とい う

こと、ただそれのみであります。諸君たちが、大きく世界に雄飛する日を、私は一 日千秋の思い

で待ってお ります」㈹ と強調しており、どこまでも社会のため、人のために貢献するリーダーを

(11)「創 立 者 と と もに」 編 集 委 員 会 編 『創 立者 と と もに 』
、225頁 。

(12)富 岡 比 呂子 「池 田大 作 の 教 育 思想 一 女 子 教 育 の観 点 か ら(2)一 」
、28-29頁 。

(13)「創 立 者 と と もに」 編 集 委 員 会 編 『創 立者 と と もに 』
、79頁 。

一178一



創価教育 第4号

求めていたことが読み取れる。

e.創 立 者 の ス ピー チ で 、今 も覚 えて い らっ しゃ る もの が あれ ば教 えて くだ さい。

Bさ ん は、 入 学 式 の ス ピー・・チ を あ げて い る。

「私 は(ま だ教員 として着任 していなかったんです が)入 学式 に参加 させていただいたんです。今読 み

返 しても5つ の指針 はす ごいです よね。 伝統。何 にもない ところか ら自分が先生の絵 を、 ご構 想を描 い

てい くんだ とい う思い。あと教養、しつ けですよね、家庭科 に関することでい えば。『しつ けを嫌っては

いけないよ』 と。 その意味では教員に対す る信頼感 はす ごかった と思 います。 まだ全学年そ ろっていな

かったです し、職 員室 も教室 もガ ラガ ラ。その中で、創 立者 が二つ一 つ微 に入 り細に入 り入 って くだ さ

った。この入 学式の5つ の指針 と、『他人の不幸 の上 に自分の幸福 を築 くことは しない』とい う言葉 で し

ょ うか。」(Bさ ん)

第1回 入学式のスピーチにおける 「伝統」 「平和」「躾」 「教養」「青春」 とい う5っ の指針(14)

は、その後の女子学園を支える精神的支柱の一つとなったと考えられる。

② 草創期の創価女子学園

a,開 学当初の生徒について、教えてください。

これは、どのような生徒が入学してきていたかについての質問である。Aさ んは、生徒たちが

非常にのびやかであったと以下のように語っていた。

「(生徒たちは)み なす ごく生命力 が強い とい うか、臆す ることが少 ない。人 目を気 にしないで、伸びの

び と自分を表現で きる。 集まる とよ く、 どっと笑 ってい ました。 自分を疑っていない友人がた くさんい

る、そ うい う豊か さをみんな持 っていて うらや ましい ぐらいで した。人間に とってそ うい うの を豊か さ

とい うので はない でしょ うか。だか ら一 人になって も孤独で はない。そ うい う人間関係 、強 い絆が あ り

ま した。そ の絆の 中に私たち教員 も入れて くれた ことは、嬉 しかったですね。今で もです。」(Aさ ん)

ここから、当時の学園生たちが強い友情の絆で結ばれ、またそれが心の豊かさにつながってい

るとの解釈が うかがえる。また、入学式の誓いのことばを読んだ生徒について、以下のように語

っている。

「中学1期 の上杉 さんが入学式 のとき、誓 いの ことば を俳句で しめ くくったんです。『万葉 の/花 も喜ぶ

/入 学式』『師のも とに/い のちは もえる/女 子学園』小学校 を卒業 した ばか りの生徒 が作 った のはす ご

い。(教 員 が)教 えたん じゃないんです。後年、『希望』の章 を読み返 して、あ らためて、本 当にすば ら

しい生徒 たちだった と感 嘆 しき りで した。何てす ば らしい表現力 、感性だった ことか、 と。」(Aさ ん)

一人の生徒の例ではあるが、Aさ んは彼女の文才や創立者に対する思いを非常に高く評価 して

いる。実際の誓いのことばを読んだときの様子は、上杉孝子さんの作文として 『希望の乙女』に

(14)「創 立 者 と とも に」 編集 委 員会 編 『創 立 者 と と もに 』、222-231頁 。
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も掲載されている ⑯ 。また、この2つ の俳句については、小説 『新 ・人間革命』の 「希望」の

章にも掲載 されてお り、池田はその誓いのことばに拍手を送 りながら「ありがとう。忘れません。

清 らかな心が、胸に染み渡 ります。私は、皆さんをわが娘 として、また、最高の宝として、生涯、

見守っていきます」⑯ と綴っている。

b.姉 妹の連帯と言われる、生徒同士の人間関係はいかがでしたか。

「これ はも うすば らしい連帯で したね。対立 関係 なんて ない。何 もか も全部一緒にや る。助 けあって い

ま した。『お姉 さん、お姉 さん』 と中学生 は慕 っていた。(学 園 に来 るまでは)足 のひっぱ りあい、い じ

めまで はないに して も、好き嫌 いによるグループ の対立 くらい あるのかな と思っていま したが、学園 に

は グループの対立 とか、ケンカ とかい じめとか、全 くなかったですね。みんな仲 がいい。思 いや りに あ

ふれていま した。(高 校生 は)中 学生を可愛がっていま した。」(Aさ ん)

「先生 を中心 とした連帯 が普通 のものになってい る。先 生が教 えて くだ さったことを一人一人やってい

く、生徒 同士が話 し合 った りして仲良 くなる。」(Bさ ん)

去年のインタビューでも、学園生同士の人間関係が非常に美しい友情の連帯であったことが指

摘されていたが(17)、生徒だけでなく教員も同じことを感 じていたことを示唆す る語 りだといえ

よう。池 田は、創価女子学園の第一回卒業式において友情についてふれている。中学、高校の3

年間をこの学園で努力 してきたことについて 「しかしなが ら、その努力はけっして自分一人だけ

でしたのではありません。つらいときには励ま し合い、楽 しいときには手を取って喜び合い、大

勢のクラスメー トが、そ うした友愛の連帯の中で努力を成功に結びつけつつ、成長してきたので

ありましょう。すなわち、得がたい友達であったわけであります」と述べ、「人生においては人間

性、人格、そ うしたものがなによりも大事だとい うこと、それを観念ではなく互いのふれ合い、

体験を通 して身をもって会得できたことは、これは本当にすばらしいことであると思 うのでござ

います。そ うい う尊き学友同士であります。ひとっ、理屈ぬきで、生涯の友としての美 しき信義

を貫き通 していただきたいと思 うのでございます。信ずるということ、信頼するということ一

これこそが人間にとっての大いなる力である。私はこれを卒業のはなむけとして、皆 さんにお贈

りするものであ ります」と結んでいる ㈹。また、第8回 入学式においても 「『友人は第二の自己

である』 とい う有名な言葉があります。また 『友人を見れば、その人のことがわかる』 ともいわ

れてお ります。良き友人を持つことが、どんなに大切なことかを示している言葉です。友人を作

り、友人 と心から交わっていくなかに、自分 自身が磨かれ光 り輝いていくことでしょう。」と述べ

ている(19)。ここから、池田が学園生同士が生涯の友 としての連帯を築いていくことを創立者 と

(15)創価 女子 中学 校 ・高 等 学校 希 望 の 乙女 編 集 委 員 会 編 『希 望 の 乙女 創価 女子 中学 校 ・高 等学 校 一 年 の あ

ゆ み』、84-85頁 。

(16)池 田 大作 『新 ・人 間 革 命 』 第17巻
、127頁 。

(17)富 岡 比 呂子 「池 田大 作 の 教 育 思想 一 女 子 教 育 の観 点 か ら(2)一 」
、33頁 。

(18)「創 立 者 と と もに」 編 集 委 員 会 編 『創 立者 と とも に』
、240-241頁 。

(19)「創 立者 と と もに」 編 集 委 員 会 編 『創 立者 と とも に』
、255頁 。
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して強く願っていること、また信頼とい うものを人間関係の基本 として、そこに大きな価値を置

いていることがわかる。

③ 教員として感 じたこと

a,教 員として感 じたことがあれば、教えてください。

これは、当時教員として勤務するにあたって、学園のこと、創立者のこと、また生徒のことを

どのように見ていたのかについての質問である。

「私 自身は高校か らずっ と女子校 なので 、女子校勤務は全然違和感がなかった。教員生活 も女子校か ら

始 まったんです。先生がすべ てのこ とを共 にして くだ さった、最初の2学 期間いなかったので 、3学 期

になって 自分が入った時に、生徒 がす ご く大 きく見えた。 自分が共有 していない9カ 月 があったから、

何だか生徒たちが先輩 に見 えて、教壇 に立つ のが震 えてね。今 でも、『新 ・人 間革命』の 『希望』の章 を

読み返す と、彼 らは本 当にす ごか ったんだなって。」(Bさ ん)

「あの 当時(開 学時)、私 自身は30歳 くらいで した が、13歳 くらいの生徒 が先輩に見えた。まずは(彼 女

た ちか ら)学 ぼ うとい う決意 で した。」(Bさ ん)

Bさ んが教員 として着任する前、新入生として入学した生徒が4月 から12月までの期間にとて

も成長 していると感 じられた点について語 られている。「希望」の章でも、開学時に創立者が教職

員や生徒を直接激励するなど、学園建設に心をくだいている様子が描かれてお り、それはたった

9カ 月ではあるが、生徒たちにとっては充実した密度の濃い時期だったと考えられる。またBさ

ん自身の、教員であるにも関わらずそうした生徒から学ぼ うという謙虚で向学心にあふれた姿勢

が うかがえる。

b.ど のような思いで教育にあたられていましたか。

「先生の理想 の女子教育 を体現す る教育 の場 なんだ と思 っていま した。思いや りのある、哲学 、良識 を

もった女性 をめざす。 ある意味、 りりしい女性 を育て なけれ ば と私は思 っていま した。 りりしい とい う

のは、 自分 の幸せ だけでない、人々の幸 せのために立 ちあがっていくよ うな毅然 とした心のある姿だ と

思 う。 りりしい女性 でない と、 り りしい子供 を育 めない のではないで しょ うか。そ うい う大 きな優 しさ

をあわせ もった女性 を育てなけれ ば と思 っていま した。先生 は細かい ことよりも、『どんな立場 になって

も、聡 明で 、人 々の役 に立つ、明朗で気 品があって優 しくて、そ うい う人にな りな さい』 とおっ しゃっ

ていた。将 来像 も、こ うで なくてはな らない とい うお しつけはなかった。 どんな人生の選択 もできる よ

うなカ リキュラムを学園では考えていた と思います。」(Aさ ん)

Aさ んは、「りりしい女性」を育てたいと何度も語っていた。また、優れた女性を育てることは

(その女性が母になり、子育てをしていく中で)、ひいては優れた男性を育むことにっながるとい

う意味で、女子教育 自体が人材育成の布陣ともなったのではないかという見解を述べてお り、こ

れは単に3年 間、6年 間だけの女子校での教育ではなく、その人の将来を見据えた教育を創価女

子学園においておこなっていることを示唆するものと考えられる。また、理想の女性については
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後述するが、「思いや りのある、哲学、良識を持った女性」「明朗で気品があって、優 しい人」 と

いった観点がみ られた。

「先 生の思 いが学園のいたる ところ、どこにで もあふれている。人 を育て るとは こうい うことなんだ と、

いつ も学ばせていただいていた。 もし先 生だった らど うされ るか、 といつ も考 えてい た。」(Bさ ん)

この語 りからは、創立者と同じ思いで生徒一人一人 と接することを心がけたとあるように、創

立者と同じ教育者 としての視点を持っことの志向性が見出された。

④ 女子教育について

対象者は二人 とも女子校及び共学校での教職経験がある。それをふまえた うえで、女子を教育

すること、また女子教育ならではの良さについてたずねた。

a,女 子校で教えるにあたって、男女の違いを感 じられましたか。

これは、実際に男女両方を教えてみて、違いや共通点を見出すことができたかについての質問

である。

「女子の特性 は、水 の流れ が岩 にあたって 曲が るように強いものに出会 うと心 が動いて しま う、 と言わ

れ るとお り、他 の影響 を受 けやすい傾向が あると思った。 なので、環境 も大事で あるし、 しっか りした

考 えを学んで、柱 になる哲学 ・考 え方 を持っ ことが必 要である と思 う。女子校 から男子校に転勤 してみ

て感 じたこ とは、男子生徒 は自分 に自信が あるのか もしれ ないが、あま り人が ど う考 えてい るのか、 ど

う思 うのかについて、無頓着な生徒が多いよ うに感 じられた。(男子が)心 が揺 らが ない ことは美点の一

っなのか もしれ ません。」(Aさ ん)

ここでは、精神面において男子の方がしっかりしている点、また女子が縁に触れて紛動されや

すい側面もあげられている。これは、教員から見た男女の特質の違いと言えるであろう。

「男女は成 長期 が違 う。男子 は激 しく変わ る。心の面で も中学は特に大きく変 わる。で もそ こを過渡期

とい うふ うに とらえれ ば、大丈夫だ と思います。(中 略)男 子の場合には反抗期が きっち り出 るので、そ

の際の 自分 の接 し方の反省点はた くさん見つけることはで きます。」(Bさ ん)

Bさ んの語 りからは、発達段階から男女の差をとらえていることが うかがえる。30年 に及ぶ教

員生活の中で、どちらかとい うと中学での教員経験の方が多かったBさ んは、特に中学時代の生

徒の身体的および精神的発達に着 目することができたのであろう。また、女性教員 として男子へ

の適切な接し方に配慮 している様子が うかがえた。

b,女 子教育の良さを一言でい うと、どのような面にあると思いますか。

女子教育の良さについては、以下の語 りが見られた。
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「女子 しかいないので、何の行 事 も自分たちで発想 して 自分た ちで行 う、人に頼 らない、 自立心が養 わ

れ たと思 う。 自分 に負け ないカ。 幸福 になってい くのにも、だれか に幸せ にして もら うのでな く、 自分

で幸福 にな ってい く力が必要です よね。女子教育 とはこれ を持 たせ よ うとい う教育だ った と思 う。みん

なで重い もので も運ぶ。力仕事 も、誰 もやって くれ ない し、や っても らお うとい う気 もない、す ごいで

す よね、 この 自立心 は。男子がいた らこ うはいかない。 その意 味では、彼女た ち(女 子学園生)の 姿は

素晴 らしか った。全部 自分た ちでや った。男性 の先生方 も一生懸命 で した、本 当に大変だった と思いま

す が。」(Aさ ん)

「学園時代、人手 は女子 しかいない。大工仕事や警備 、設 営す るに しても。 自立心 をもって 自分た ちで

や らなけれ ばな らない、 そ してやれて しま う、 とい う感 じ。 あ と、女子 だ と 『女子の問題』 について話

し合 えるとい うのがあ りますね。た とえば 『女性の生き方』 について しっか り話 し合 うとか。 こ うい う

生 き方を してい くべ きなん じゃない か、 とか先生の ご指導を読 みなが ら話す、後輩が入 って きた ら話 し

て聞かせ るなど。」(Bさ ん)

Aさ んの語 りからは、「自立」「自分で幸福になってい く力」「負けないカ」とい う観点が見出さ

れた。Bさ んの語 りからは、自立心とともに、女性の問題について語 り合えるとい うメ リットに

っいて指摘があった。去年のインタビューでも、「自立心や主体性の育成」や 「友情の連帯」「対

話の精神の育成」とい う観点がみられ(20)、ここでも教員と卒業生の間に、見解の一致する部分

を見出すことができた。

c,ご 自身の幸福観(何 が幸福なのか)に ついて教 えてください。

「どうい うもの を幸福 とい うのか、 とい うことです よね。何が あって も自分で、幸福 になる力 をもって

築 いていくものだ と思い ます、 自分 自身が。 自分の存在 は人 々の間で手 ごた えがあ る、必要 とされてい

る と感 じることがで きる。その こと自体が幸福 ですよね。他人 のために生 きてい く、人のためになる生

き方をす る、幸福 はそ の積み重ねの上 にで きてい くものだ と思 います。環境に左右 され るのではな く、

幸福を感 じるのは自分 の命 のカだ と思います。花が咲き、木 の実 がなる木が ある、おのず とその下には

道 ができる。結婚す る時 も娘1人 にお婿 さん1000人 、そ うい う女性 になるんだ よ、 と御指導 された こと

もあ ります。外面 も内面 も魅力 ある女性 に。そ うい うふ うに 自分 を鍛 えていく、努力 してい く。そ うい

う女性 になるんだ とい うことだ と思います。一生、思 うよ うにな らない ことやつ らい経験 をの りこえて、

幸福を満喫 できる 自身 にきたえあげてい くことができれ ば、つ らかったこ とも含 めて幸福な一生 といえ

るのだ と思 う。」(Aさ ん)

Aさ んの語 りからは、前述 した 「自分で自分を幸福にする力」 とい う観点が見られた。人に幸

福にしてもらうのではなく、自分で 自分を幸福にするカが重要だとい うことなのであろう。また、

「他者か ら必要とされること」「他者のために生きること」とあるように、幸福の条件 として他者

との共存関係や共感 というものが指摘 されている。また、幸福 という観点か らみた理想の夫婦に

ついて、以下のような語りがみられた。

「御夫妻 の絆 について以下の ように先生が語ってお られ ます(ワ ヒ ド元大統領 との対談集 で)。『師匠の

(20)富 岡比 呂子 「池 田大 作 の 教 育 思想 一一女 子 教 育 の観 点 か ら(2)一 」、33頁 。
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心をわが心 として戦 ってきた私の真実 を、最 もよく知って くれているのは妻。 その妻 の誠実 さ、けなげ

さを一番 わかってい るのは私。』私は この一節 を読 んで 、本 当に感動 しま した。このよ うな絆の 中に人間

の最高の幸福 がある と思い ま した。 自分 が人 に恥 じない、本当に価値 のある、 もっとも手 ごた えのある

入生を悔いな く生 きたか どうか。そ してそ のことを本 当に理解 し、共 にカ を尽 くして くれ る人 がいて く

れれ ば、この上 ない幸せなのだ と思いま した。素晴 らしい と思いま した。」(Aさ ん)

これは、イン ドネシア共和国の元大統領であるワヒド氏 と池田の対談集に掲載 されている。夫

婦の絆についてワヒド元大統領夫妻が、お互いによく理解 し合っているとい う話を受 けて、池田

は以下のように語っている。「大事なのは『理解』であり『信頼』ですね。私たち夫婦にとっても、

心から共感できます。師である戸田第二代会長の心を、わが心 として戦ってきた私の真実を、最

もよく知ってくれているのは妻です。また、妻の誠実 さや健気さを最も知っているのは私である

と思っています。生ある限 り、人々のため、社会のために貢献 しよう そ うした信念を共有 し

合 うなかで、歳Aと ともに深まっていくのが、夫婦の絆ではないでしょうか。」(21)。Aさんは、

夫婦としてお互いを理解 し合 う人間関係 を持てることが幸福であると述べており、幸福かそうで

ないかを判断するうえで、他者との関係性がどのようになっているかがひとつの重要な要素 とな

ることが うかがえる。

Bさ んは、自身の幸福観について以下のように語っている。

「私の幸福観 はどん どん変わ っている。観念 でわかっていて も、い ろんな こともあるけ ど、進ん でい く、

勝ってい く、負 けないこ とが大事。苦難 がない人生なんかない。戦 いがあれば あるほ ど幸せな んだ とい

うことを先 生はお っ しゃってい る。その意味 か らい うと、一人一人が乗 り越えてい くこ と。自分 の主義、

先生への誓 いを貫き通す とい うこ と。周 りを巻 き込みなが ら、また周 りに負 けないで。そ うい うことが

大事なんだろ うなあ と思います。 あれが あったか ら幸せ 、 これ があったから不幸 とい うの は人生の一環

ではあっても、根幹で はない。」(Bさ ん)

Bさ んは、「負けないこと」が大事 と主張 してお り、何かの出来事それ自体が幸不幸を決定づけ

るものではなく、人の心、また生きる姿勢が大事なのだとしている。これは、どこまでも人生を

強 く前向きに進んでいくことの重要性を示しているのではないだろうか。

d,ど のような女性を目指すべきかについて、創立者は指針をくださったと思いますが、それ

にっいて教えてください。また、ご自身が考える理想の女性について教えて ください。

「(女性の生き方につ いて)蛍 会 のご指導 はあ りま したが、女性 はこ うい う生 き方で なけれ ばな らない、

と枠 にはめ るようなご指導 とい うのはなかった よ うに思いま した。学 園は当時文系4大 に進学で きるカ

リキュラム。それでも理系 に進 んだ人 もいたよ うです。創 大中心に、 自由に飛躍 してい けばよい と皆思

っていま した。先生の ご指導 は、『どんな立場 になって も、本当に世の中のため、人 のために尽 くしてい

ける人間にな りな さい』。雑誌 『希望 の乙女』 にもありま したが、『た とえおで ん屋のおば さん になって

(21)ア ブ ドゥル ラ フマ ン ・ワ ヒ ド、池 田大 作 『平 和 の哲 学

版 社 、2010年 、100頁 。
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も、みんなのために尽 くす人にな りな さい』 と。 『希望』 の章に も載 っている。『願 った ことは 、庶 民の

リーダーたれ』 とい うことだ と思います。」(Aさ ん)

ここでは、庶民のリーダーとい う観点と、相手の立場に立っことのできる心遣いとい う観点が

あげられている。『希望の乙女』の高橋久恵 さん(高2)の 作文では、東京学園の栄光祭に参加 し

た ときの会食会での話が記されている。抜粋すると 「その席上、創立者は『偉 くなる必要はない。

た とえおでん屋をしてでも、一人の人間を救っていくことが最も偉大なことです』また 『実践を

しない者が、実践をしている者に対して、批判す ることは許 されない』とのお話をされました。

このお話は、私の心に今までにないくらいにグサリと深 く突きささりました。私達は単にエリー

トになってはいけないのだと、強く感 じました。」(22)となっている。これは、「一人の人間のため

に尽 くす、庶民のリーダー」とい う池田の持つひとつの女性のあるべき姿を示唆 しているものと

みることができるであろう。

「3つのモ ッ トーです けど、『良識 ・健 康 ・希望』ですね、そ の中で 『希望』 を失わない こ とが どんなに

女性 にとって大事か とい うことを、 あとになれ ばなるほ ど実感 します。 どんな苦 しい悲 しい時 でも希望

を失わなければ、負ける ことはない。健康で あれ ばそれ だけで幸せです。健康 が失 われれば、 苦 しまな

けれ ばな らない。周 りの人に も心配や迷惑 をかけて しま う。どんな人 と会 って も恥ず か しくない よ うに、

聡 明で良識のあ る、 自信 のある一人 になることが大事。幸せな人 にな るためには、希望が一番 大事 だっ

た と私 は思います。」(Aさ ん)

「(どのよ うな女 性を 目指すべきか につ いて)(フ ランス人形の)園 子 ちゃん。 あ と希望 の乙女 、負 けな

い 乙女。一流の女性に。 希望、気 品、品格 、明朗 さ、健康。 内面 においては良識 、品格 のある、魅力 の

あふれた女性 を目指 しな さい とい うこ とだ と思 います。知性 も含 まれ る。知性 と福運 です よね。」(Aさ

ん)

「モス子 ちゃん、園子ちゃん人形。希望 の乙女 の像。や は り(創 立者 は)女 性 の幸せ とい うものを考 え

てお られた と思'う。幸福についての価値観 、こ うい うふ うに生 きてい きたい とい う理想 の女性 の幸福。

それ は奥様みたいな生き方 って思 ってい ます けどね。」(Bさ ん)

Aさ んは、理想の女性を語るうえで、良識 ・健康 ・希望の3つ のモ ットーをあげているが、中

でも希望を重視 しているのが うかがえた。希望については、池田も第7回 創価女子中学 ・高校入

学式で 「女子学園のモ ットーの一つは 『希望』であります。有名な言葉に 『希望は永久に人間の

胸に湧く』 とあるように、どんなことがあってもくじけずに、前途に希望を生み出していける人

が、人間としてもっとも尊い人であります」㈱ と述べており、人生において希望を持ち続けるこ

と、また希望を生み出し続けていくことの重要性について強調 している。

また、内面的な要素として 「気品や品格」「明朗」「知性」「福運」をあげている。去年の卒業生

へのインタビューでも 「知性」「教養」「明朗」などの観点があげられており、「希望の乙女」を理

想の女性像とするなど、教員と卒業生の問に同じ見解が見出された。

(22)創 価 女 子 中学 校 ・高 等 学 校希 望 の 乙 女 編集 委 員 会 編 『希 望 の 乙女

あゆ み 』、110-111頁 。

(23)「創 立者 と とも に」 編 集 委員 会 編 『創 立 者 と と もに 』、250頁 。
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Bさ んは、実際の人形を一つのモデルとして提示している。また、そ ういった人形を学園生に

贈った創立者の思いをくみ取った語 りがみられた。特に、フランス人形の園子ちゃん人形につい

て、Aさ んはこう語っている。

「(園子ちゃん人形のよ うな)あ んなにすば らしい、重厚 な、よ くできた優雅で立派 なフランス人形 は見

た ことがあ りませんで した。 あれ から自分 もデパー トな どた くさんの人形を見 ま した が、 あ りませんで

した。先生 と奥様が、お忙 しい 中、 フランスで 、生徒のた めに探iして買われたのです。名前 も、学園生

だか ら園子 ちゃん とつけて くだ さ り、学 園生 の理想の姿 を具体的 に身近な姿 として示 して くだ さった。

すば らしい教育だ と思 います。」(Aさ ん)

池田の妻として、彼を支え続けている香峯子夫人についても、その生き方を理想の女性像 とし

てあげているが、これは去年の卒業生5の インタビューでも同じ語 りが見られた(24)。

3.考 察

本研究では、草創期の創価女子学園の様子や、創立者 と学園生の絆、教員 として感 じたことな

どを創価女子学園の元教員へのインタビューを通して考察することを目的とした。本研究で明ら

かになった知見を以下の3点 にまとめてみたい。

① 創立者と学園生

今回のインタビューでわかったことは、創立者と学園生がいかに深い絆で結ばれていたのか、

またいかに創立者が細やかに心をくだいて学園生の育成に取 り組んでいたのかという点である。

「一人ひ とりを励ま した」創立者 と、その思いに応えようとする学園生の心の交流は、『新 ・人間

革命』にも描かれているが、生徒たちにとって、自分を温かく見守り、一生涯にわたって励まし、

応援 してくれる創立者の存在はどれほどの支えになったであろう。Aさ んは 「先生が見っめてく

ださることが、生徒がかげひなたなく頑張る力になった。生徒を明るくした」と語っているが、

一創立者が、その在校生の精神的発達にここまで影響 を与えている例は、他にあまり見ることが

できず、創価女子学園の一つの特徴 ともいえる。Bさ んは、草創期の創価女子学園について、以

下のように語っている。

「や っぱ り先生の思いが しっか り入 った手作 りの人材学校だ ったと思います。振 り返 ってみ ると先生 の

心 の深 さが しみ じみ と感 じられ る。」(Bさ ん)

創立者 と教職員、また生徒が一体になって学園建設に取 り組み、創立者の思いがダイ レク トに

生徒にひびいていく、生徒 も創立者の真心に全力でお応えしようと頑張る、またそれを教職員が

見守るという関係がこの当時の学園には見 られたのであろ う。その意味で、この草創期の学園で

おこなわれた人間教育は、'Aさ んが 『奇蹟の女子教育』というように貴重なものであったと考え

(24)富 岡 比 呂一子 「池 田大 作 の教 育 思 想 一 女 子 教 育 の 観 点 か ら(2)一 」
、36-37頁 。
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られ る。

② 幸福観と女性の生き方について

幸福観や女性のあるべき生き方については、去年も話題になったが、今回は共通 してみ られる

部分 と新たに出てきた視点とに整理 してみていきたい。まず、共通 している点は、幸福観におい

て 「人のために生きること」という利他的精神や 「苦難に負けないこと」 とい う生きる姿勢にっ

いての回答が得られ、これらは去年のインタビューでも同様の回答が見 られた。今回新たに出て

きた視点 としては、「他者 と理解 し合 うとい うこと」があり、池 田とワヒド元大統領の対談に見ら

れる理想の夫婦の話を通して、「夫婦が真にお互いの生き方を尊重し、理解し合 うこと」の素晴ら

しさが指摘された。幸福は、個 として独立 しているものではなく、あくまでも他者との信頼関係

や共感 し合 う関係性から生まれるという観点を示唆しているものと思われる。

女性の生き方については、去年 と同様に 「他人の不幸の上に自分の幸福を築くことは しない」

という信条で生きること、庶民のリーダーとい う観点や、内面的資質として 「気品や品格」「明朗」

「知性」「福運」があげられた。また、3モ ットーの中の希望については、Aさ んは、「女性にと

って希望を持ち続けることがいかに大切か」と強調し、それがひいては 「自分で幸福になってい

くカ」「自分で自分を幸せにしていく力」につながってい くと語っていた。また、「りりしい女性

じゃない とりりしい男性を育めないのではないか」と語 り、女性が確固たる信念を持つことが、

ひいては男性の育成にもつながり社会全体に益することにつながるとの傭瞼的な視点に立った見

方が示 されている。この 「誰かから幸福にしてもらうのではなく、自分で幸福になっていく」と

い う観点は、人生を積極的 ・能動的に生きようとする前向きな姿勢を示 してお り、一つの新しい

女性像のビジョンが見出されたといえる。

③ 追加調査でわかったこと

今回の調査で新たにわかったことは、教員の視点で見た創価女子学園がどのような場所であっ

たかについてである。生徒の様子や教員 としてどのように生徒に関わることができたかなど、独

自の視点を新たに見出すことができた。Bさ んは 「創立者だったら、どのように生徒に接するだ

ろう、どんな言葉かけをされるだろう」と常に自身に問いかけながら教職に携わっていた と語っ

ていた。彼女は担任 していたある生徒が不登校になったときのことについて以下のように語って

くれた。

「創 立者 が 『言葉 かけが大事だ よ』 とお っしゃったんです。それ を聞 いて、 自分がいかに生徒 に対す る

働 きかけが 足 りないかがわかった。先生の学園生に対す る深い 思いは真似 しよ うと思 って もで きること

ではないです が。 も し先生 のまな ごが あった ら、生徒 の苦 しみ も取 り除いてあげることができ るのに と

思いま した。」(Bさ ん)

この語 りから、教員 自身 も創立者と同じ心で教育することの重要さを認識 していたことがうか

がえる。また、自身の教員生活をふ りかえって、「(先生のこ構想の)教 育の輪に加えていただい
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た。私の人生はそれだなって思います。『家庭は大事だ』とい う指導が原点です。」と語 っている。

ここから、教育を自身の最後の事業 と非常に重く位置づけた池田の思いをくみ取 り、その教育活

動の一翼を担 う思いでAさ んもBさ んも教職に携わってきたのだと考えられる。また、「どんな生

徒がいても、驚き、拒否することなく、まずはすべてを受け入れ、理解する」ことを池田が示 し

たことも、教育者としての心がまえとして肝要な点であるといえよう。

Aさ んは、自身の教員生活の中で、卒業後の生徒との交流についてふれている。

「蛍会の方々 との交流はず っ と続い ていて、今 も、会えば昨 日まで会 っていたかの ように話ができます。

絆 は私の人生の喜び、最高の宝です。高校3年 まで担任 したの は、東京校の15期 。男 子のクラスで、 卒

業以来ずっ とクラス会 を開いて、毎年呼んで くれ ます。卒業 して25年 以上たつのに 『先生』 と言 って頂

い て。社会の 中で皆奮闘 している。生徒 との絆 は本 当に喜び。池 田先生 との深い絆の中に私 も入れ て頂

いています。何 とい う宝物 を頂いたんだろ うといつ も感謝で一杯 。私な どで もこれだ け嬉 しいのだか ら、

池 田先生は どれだ け嬉 しくい らっ しゃるだろ うと思います。教員生活 はけっ して長 くはなかったけれ ど、

創立者 のお蔭で、本 当に豊 かな人 間関係の中にあって、こんなに幸せな ことはない と思 ってい ます。」(A

さん)

この語 りか らは、Aさ んが自分の生徒を持てること、またその成長ぶりを見守ることのできる

ことのありがた さを教員の喜びの一つとして感 じていることが うかがえる。またその感慨を 「池

田先生はどれだけ嬉 しくい らっしゃるだろうと思います」と創立者の立場になぞ らえて語ってお

り、創立者の思いを鑑みることのできる一つの言説といえよう。

また、今回のインタビューを通 して、池田が創価教育を通して育成しようとしていた人材のモ

デルとして 「庶民のためのリーダー」という観点が見出された。これは、東京創価学園の開校時

に池田が 「創価学園は、あくまでも日本の未来を担い、世界の文化に貢献する、有為の人材を輩

出することを理想 とするものであり、それ以外のなにものもないことを断言しておきたい」(25)

と述べているように、学園創立の根幹の精神であるといえる。 リーダーについて、池田は第11回

栄光祭で以下のように述べている。「ともかく、学園生、創大生はありとあらゆる社会にはいって、

リーダーになってもらいたい。一人も残らず リーダーに、なん らかの リーダーに、これを合言葉

として進んでいっていただきたい。 リーダーは立派に人生に勝った象徴です。 リーダーになった

こと自体、だれがなんといおうともこれは事実の姿です。この意味において、全員が一人も残ら

ず、社会のために、世界平和のために、人生、人間とい う行進のために、なんらかのリーダーに

なっていただきたいとい うことを心からお祈りし、きょうのあいさつ といたします」。(26)これは、

当時の男子校での指導であったが、女子学園生に対 しても、「一人のために尽 くす人に」と、自身

の利益のみを追求す るのではなく、どこまでも人のため、社会のために貢献する利他的精神を兼

ね備えた優秀な人材 を志向していたと考えられ る。今回と前回のインタビューを通して、この創

立者の 「民衆の指導者たれ」「庶民のリーダーたれ」という強い願いが、教員や卒業生にも脈々と

(25)「創 立 者 と と も に」 編 集 委 員 会 編 『創 立 者 と と もに 』、6頁 。

(26)「創 立 者 とと も に」 編 集 委 員 会 編 『創 立者 とと もに 』、195-196頁 。
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受け継がれていることが明 らかになったことも、新たな知見といえよう。

さらに、今回は女性の生き方として 「負けないこと」の重要性が何度 も回答者か ら指摘 された。

池 田は男子校である東京の創価学園の指導においても 「負 けないこと」の重要性について以下の

ように述べている。「勝つとい うことも大切であるかもしれない。しかし、負けないとい うことは、

もっと深い忍耐を持ち、時を待ち、そして崇高な人生の戦いであることを忘れてはいけません。

勝つことも大切です。それ以上に 『俺は負けない』とい う信念を、生命の基底部の中に強い強い

芯 として入れていってもらいたいのです」(27)「勝つ ことだけが人生でない。勝とうと背伸びして

道理にはずれて しまっては、何にもなりません。負けないとい う人生は、永久に勝ちである。勝

っ ことよりも負けないことのほうが、実は偉大な勝利なのです。それ も全人類の真理の哲学なの

であります」(28)特に女性は、男性に比べるとさま ざまな縁によって自身が変化 し、また変化する

周 りの環境に自己をうまく合わせていく適応能力や柔軟性を求められることが多い。その中で困

難にくじけて希望を失 うことなく、現実に負けないで生きてほしいとの創立者の思いが読み取れ

る。その意味で人間として生きていくうえで、勝つことよりも負けないことが大事であり、実は

負けないこと自体が偉大な勝利であるとい う観点は大きな意義があるといえる。

最後に、本研究の限界と今後の課題について述べる。今回は、調査対象者が2名 と少数ではあ

るが、教員の視点か ら見た女子学園の状況を検討することができ、創立者 と学園生の関係を第三

者である教員の立場から考察することができたことは新たな知見 といえる。学園生にとって、ま

た教職員にとっても創立者の存在は非常に大きく、その後の自身の人生や生き方に大きな影響を

与えた といえる。創立者を人生の師匠と定め、尊敬する姿勢は、今回のおよび前回のインタビュ

ー回答者にも共通してみられる観点であり、その意味で卒業生 と教職員の問に共通する特質の一

つ といえよう。今回インタビュー した2人 とも当時のことを語るときに、懐かしく創立者のこと

を思い出している様子が うかがえ、また自身が教えた生徒たちへの温かい思いが筆者にも伝わっ

てきた。草創期の創価女子学園は、さまざまな形で創立者が学園建設に携わ り、時間的にも精神

的にも心血をそそいで生徒の教育にあたった、学園の歴史をふ りかえっても非常に稀でかつ貴重

な時期であったといえる。そこには、池田の人間教育にかける熱い思いが見出され、それが開学

して30年以上たった現在でも、当時の教職員の心に深 く残っている点は特筆すべきもの といえよ

う。
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